
 

 

 

総合リハビリテーションセンター病院部門が実施している 

新たな感染症対策について 
 

 新型コロナウイルス感染症陽性患者の受入  
 ・ 新型コロナウイルス感染症陽性患者のうち、障害者や認知症患者、外国人などは、 
  感染リスクに加えて対応が非常に困難であるため、受け入れる医療機関が少ない。 
 ・ センターは呼吸器系疾患は専門外であるが、県立病院として政策的な対応が必要と 
  判断し、コロナの中軽症でかつ対応が困難な患者を率先して受け入れている。 
 
 【参考】 
１ 陽性患者の入院受入状況 

病床数 ２０床  ※第１病棟３７床を陽性患者専用病棟２０床に転換 

対象患者 

〇中等症、軽症患者 
  ・障害者（身体障害者、知的障害者） 
  ・認知症など常時介助を必要とする者 
  ・外国人  ほか 

受入開始日 令和２年８月３日（月） (※R3.5.9まで 10床、R3.5.10から 20床) 

総入院患者数 １２６人（令和３年５月１４日現在） 

現入院患者数  １１人（令和３年５月１４日現在） 

 
【参考】 
２ 重症患者の陰性後のリハビリ入院受入状況 
（１）新規入院患者数                          単位：人 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 

２ ０ １ １ ０ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ７ 

（２）入院日数別                            単位：人 

1日～30日 31日～60日 61日～90日 91日～ 入院中 

１ ２ ２ １ １ 

 
【参考】 
３ 県内障害者支援施設への感染防止訪問アドバイス 
（１）対象施設、実施内容 

対象施設 
５０人以上の入所者を有する等規模の大きな障害者支援施設
（県障害者支援課と協議し訪問先施設を選定） 

実施内容 
・医師１人、看護師２人の３人体制で訪問 
・施設職員と施設内各所を回り感染防止のアドバイス 
・会議室等で質疑応答 

（２）訪問件数                           単位：件数 

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 

２ ２ １ ２ ２ ２ １ １２ 

 

資料３－３ 


